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若林　和人
中　　哲朗

晴れ

白 青

4 9
伊奈学園総合高校 埼玉栄高校

記　録　者 南　部　　健

　２００２茨城高校総体のオープニングゲームは、同県同士の対戦となっ
た。　フリー抽選の結果とはいえ、普段の練習時からお互いの手の内を
知り尽くしている同士の対戦であり、埼玉県大会・関東大会と対戦し県大
会での対戦は栄が、また関東大会では伊奈が勝っている。興味津々の
ゲームである。　　伊奈はＳ59年埼玉の県立高校としては初めての総合
選択制高校として創立された高校で、各学年24クラスという大規模校で
部活動も盛んである。栄はスポーツの盛んな私学校であり、過去イン
ターハイ優勝２回・３位２回と十分な実績を有する強豪チームである。
接戦すると思われた試合は予想外の展開となった。伊奈の下がり目の
セットディフェンスに対し、栄は左４５度から和田のミドルシュートがキー
パーの手をはじいてゴールすると、大宮がフローティングからバック
シュートを決め、さらに相手退水のチャンスに永沢がゲット、序盤でリード
する。早めに追いつきたい伊奈も右サイド斉藤からの早いセンタリングを
ＦＬエース青柳が高いタップシュートで追撃する。しかし栄は大宮、続いて
小山内がフロートから得点する。栄は伊奈のセットディフェンスに応じて
自在にフローターを切り替えながらポジショニングをするというミスマッチ
をねらった作戦のようで、これが見事に当たっている。このピリオド小野
塚のカウンターノーマークのゴールもあって、前半５点のビハインドで折り
返す。１対１の勝負ができる選手がいる伊奈だけに早く点差を縮めてお
いきたいところだが、青柳や三浦の再三のチャンスメイクにも、栄ＧＫ小
島の好セービングや連携してのディフェンスでよく守り追撃を許さず、オ
フェンスに関しても無理打ちを避け伊奈のカウンターをケアした落ち着い
た攻めで主導権を渡さなかった。最後は伊奈も青柳・橋本・三浦が意地
を見せ得点したが、序盤のリードを保った栄が初戦をものにした。伊奈
は、前述した選手を含めディフェンスの杉山など個人技に優れる選手も
豊富であった。初戦で消えるには惜しいチームである。

戦　　評

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 1
１回戦
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2 7
大分商業高校 尼崎北高校

大川和二郎
田原　忠雄

晴れ

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 2

白 青

記　録　者 石　塚　　学

　大分商業（大分）は９年連続１４回目のインターハイ出場。昨年は初めて国体１回戦
を突破したが、本年度は１点差で国体代表チームとして出場権を逃し、今大会に照準
を合わせてきた。　　　　　対する尼崎北（兵庫）は２年ぶり５回目の出場。昨年度のイ
ンターハイ出場を逃した悔しさをバネに今大会の出場を果たした。　　　　　　１ｐ　開始
早々、尼崎北が強引にロングシュートを打つが大きくゴールを外す。さらに尼崎北７番
石垣（３年）がチャンスを作りループシュート打つが惜しくも外れる。両チームともゴー
ル前でパスが繋がらず、ターンオーバーの連続。ゲームは尼ヶ崎北のペースで進行。
３’４０’’尼崎北２番堀口（３年）が抜け出し、ノーマークシュートを放つがゴールを外し
チャンスを逃したが、２’１５’’大分商７番工藤（２年）が退水でチャンスを作るがまた
シュートを外す。　　　　　２ｐ　尼崎北は再び開始早々にロングシュートを放つがゴー
ルを外す。５’３０’’大分商業５番山野内（３年）が退水し、尼ヶ崎北３番古家（３年）パ
ワープレからシュートを放つが惜しくもポストにあたり得点出来ず。今度は尼ヶ崎北３
番古家（３年）が退水し、４’３８’’大分商業４番上野原（３年）が、こぼれ玉を何とか押
し込み１点先制（１－０）。しかし、大分商業３番沢田（３年）が退水し、尼ヶ崎北２番堀
口（３年）がパワープレでゴール前ワンタッチを決め同点（１－１）。その後、尼ヶ崎北青
１３番西村（３年）がゴール前を個人技でディフェンスを廻し込んで１点追加（１－２）。
続いて尼ヶ崎北は６番濱田（３年）からのパスを７番石垣（３年）がワンタッチでシュート
（１－３）し、一気に点差を広げる。大分商業も攻め込むものの、ゴール前でフローター
までパスが上手く繋がらず得点に結びつかず。　　　　　　　　３ｐ　試合は尼ヶ崎北ペー
スで進行し、尼ヶ崎北１３番西村がバックシューを放つが、大分商業キーパー佐藤（２
年）がナイスセーブで防ぐ。３’０４’’尼崎北１３西村が退水し、大分が１回目のタイム
アウトを取る。しかし、ボール落球し決められず。　両チームとも単攻めが単調になっ
ている。

戦　　評

４ｐ　大分商業山野内が果敢に攻め込みチャンスを作るがなかなか得点出来ず。尼崎
北は３人攻撃に攻めを変更し、防御にかかる。尼崎北２番堀口がマークを回しこんで
フローターシュートを決める（１－４）。さらに、大分商業１０番高橋（２年）退水し、３’３
９’’尼崎北濱田がミドルシュートを決め（１－５）、さらに点差を開く。その後、尼崎北は
７番石垣（３年）がワンタッチでシュートを決めた（１－６）。

大分商業も意地を見せ、山野内がパスカットから自らボールを持ち込み、執念のゴー
ルを決める（２－６）。しかし、５６’’に青２番堀口がカットインシュートからプッシュ
シュートを決めて５点差とした(２－７)。両チームとも果敢に攻め込んだが、わずかに
尼崎北のシュート力が上回った試合だった。
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記　録　者 南　部　　健

　両校とも古い伝統を誇る名門校であるが、学校週５日制の導入や新指
導要領の施行にあわせ教育システムに関して新しい試みをし常に発展
的変化を遂げている学校である。　　　　鳥羽は１４回目、山形は１５回目
とインターハイ出場常連校として、各々個性的なチームカラーを持つ実力
校同士である。鳥羽の監督岩佐先生は前任の河合先生から引き継ぎイ
ンターハイにチームを率いるのは初めてとなるが、自分の母校でもあり
選手の信頼とコーチ経験は豊富である。山形の監督斉藤先生は創部以
来１７年間チームの指導に携わっており、チーム一丸・個性を生かす水
球を貫き通してきている。今回はエージグループアジア選手権大会の日
本代表に選ばれている、曲山（３年）に注目である。　　     円陣を組んで
鼓舞した位置がそれぞれ水中とプールサイドの差はあるものの、両チー
ムとも気合い十分で臨んだ初戦は、鳥羽が圧倒する。パワープレーを白
崎が得点し先制すると、中盤からプレスを敷き早い飛び出しのマイボー
ルカウンターを仕掛け、頭一つ抜けた前へ前へのポジション取りから早
いパス回しでチャンスメイク。芝山・神田の連続得点で３－０とすると、続
く２ｐも白崎・神田・渡辺がゴール前で一歩抜けだし次々とゲット。山形は
これ以上離されてはならないと、ここまでアシストに回っていた曲山が積
極的にゴール前で絡みチャンスを作り、パワープレー時に菅原（社）が左
サイドから決めて１点目。フローターの庄司もゴール前で粘り個人技で
ゲット、２点を返す。しかし攻撃の手をゆるめない鳥羽は、その後も変わ
らずマシンガンのようなドライブからＧＫを振り切るようなアシストパス、カ
ウンターからの速攻など多彩な攻めで宮越・白崎などが加点しゲームを
制した。山形も最終ｐに意地を見せ曲山がさすがと思わせる個人技を絡
めた動きからのゴールをしたが、時すでに遅く及ばなかった。鳥羽は小粒
ながらスピードにあふれており、連続的なドライブと早いパス回しで終始
リズムを崩さず展開した。山形も曲山と庄司のゴール前での絡みが見所
を作ったが、今一歩決定力に欠け最後まで追いつくことができなかった。
ただ、山形は１・２年生主体の若いチームだけに、このねばり強さをみる
と今後の成長が楽しみである。

戦　　評

小谷　　正
槇橋　邦広

晴れ

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 3

白 青

１回戦

15 3
鳥羽高校 山形工業高校
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福岡工業高校 関西高校

大島　　明
榎本　　隆

晴れ

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 4

白 青

記　録　者 石　塚　　学

福岡工業（福岡）は１４年連続２６回目の出場で、これまでにインターハイ優勝２回・準
優勝２回の実績を持つ名門チーム。対する関西（岡山）も７年ぶりの出場ではあるが、
インターハイ優勝２回・準優勝５回の実績を持ち、古豪同士の戦いとなった。　　　　　１
ｐ　両チームともスローペースでスタートし、お互いに様子見でオーバータイム繰り返
す。福岡はプレスを効かせ、パスカットからカウンターアタックをみせるが、なかなかパ
スが上手く繋がらない。関西はマンツーマンディフェンスで粘り強い防御を見せ、特に
ゴール前デフェンスが効果的。また、両チームのキーパー（福岡：野田・関西：佐々
木、両３年）のナイスセーブが続く。　　　　　　　　　２ｐ　関西フローターデフェンスが退
水から５’５２’’に福岡⑨口石（２年）がタップシュートを決める（１－０）。さらにカウン
ターアタック図るが、関西キーパーナイスセーブ。５’００’’福岡⑤羽野（３年）がフロー
ターからシュート決める。福岡のプレスが効果的で関西は、なかなかゴール前に攻め
込めない。しかし、デフェンスは頑張り、特にゴール前のデフェンスは良くふんばる。し
かし、オフェンスが焦りからヘッドオフの反則を犯して、カウンターアタックから福岡④
中園（３年）にカウンターシュート（３－０）を許す。続けて、⑦谷川（２年）②渡辺（３年が
ノーマークで連続得点（５－０）。　  　　　　　３ｐ　ゲームはスローペースで展開始まる。
関西はフローターの位置が浅くなり、無理してシュートを撃つが、キーパーにシュート
コース読まれてしまう。４’０３’’福岡はカウンターから②渡辺がカウンターアタクで６
点目（６－０）。　さらに⑤羽野が連続カウンターシュートを決め、９番口石、７谷川（２
年）も続けてカウンターを決め、試合は完全に福岡ペース。しかし、関西も諦めずゴー
ル前に攻め込み退水を取り、関西⑥松本（１年）がパワープレーでノーマークシュート
を決め１点返す（１０－１）。

戦　　評

４ｐ　福岡はマンツーマンデフェンスでフローターへのボールを通さず、⑤羽野がカウ
ンターシュート（１１－１）。その後、福岡は鬼本にキーパー交代。関西も踏ん張り、
ゴール前にボールが入る様になり、⑤菊池（３年）が連続得点して反撃する（１１－
３）。試合内容は完全に福岡ペースで、特に中盤のプレスデフェンスが効いていた。関
西では⑤菊池の動きが目立っていたが、なかなかシュートチャンスに持ち込めなかっ
た。また関西は１年生多く、来年は楽しみなチームである。
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中　　哲朗
田原　忠雄

晴れ

白 青

35 0
前橋商業高校 松山西高校

記　録　者 南　部　　健

　２６回のインターハイ出場６回の優勝経験を誇る前橋商業も、ここ２年
間全国の切符を逃し３年ぶりの出場となる。レベルの高い関東を抜ける
ことの難しさを感じられるところであるが、それだけに今年の前商の復活
にはどれだけの努力を積み重ねてきたかがうかがわれ、今大会での活
躍には期待のかかるところである。　　　方や初出場の松山西、四国代表
としては常連の高松南を抑えての全国初参戦、以前愛媛県には他にも
水球チームがあったと記憶しているが、全国的に部員数確保の困難さが
叫ばれている昨今であるし、四国という地域的不利さをも払拭してチーム
を育成することのご苦労も感じ取れる。ぜひ今後の普及にも繋がる良い
ゲームを期待したいものである。　　　　　　高いレベルで実践を積んでい
るとはいえ、全員がインターハイ初経験ということもあってか多少浮き足
だったミスもあったが、前評判どおりの強さを見せ前商が次々と得点す
る。志賀の小気味よい動きからの正確なシュート、小柄ながら足の強さ
が伺える糸井のフローティング、中村の高く強いディフェンス、お家芸の
プレスディフェンスも健在で松山のパス回しもハーフライン前で寸断され
ることが多かった。前半の１７点リードでメンバーを入れ替える余裕も見
せ前商が勝利したが、決定的な場面でのシュートミスもあり課題が残っ
た。　　　　松山はタイムアップまで３年生だけでプレイし高校最後の夏を
戦い抜いた。２年生途中から入部し経験の浅さかったもう一人の３年生
秋成も、終始ベンチから声援とアドバイスを送り続け、最終ｐ１分間の実
戦経験も積み水球を堪能することができたと思われる。この経験を地元
に持ち帰りぜひ後輩達に受け継いであげてほしいと望むところである。

戦　　評

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 5
２回戦
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　名古屋は２年ぶり１７回目の出場で、創部３０年目の節目で何とか勝利
を飾りたい。また、地元の常総学院も２年連続２回目の出場で、創部１０
年目の節目を飾りたい。　　　　　　1p　常総が積極的にカウンターを仕掛
け、⑤下村（３年）がナックリング・④キャプテン池田（３年）がバックシュー
ト・③室町（３年）がループで３連続ゴール（３－０）を決めて優位に立ち、
ゲームの主導権を握った。さらに③室町（３年）が加点（４－０）。名古屋も
ゴール前に果敢に攻め込むが無得点。　　　　　２ｐ　常総はプレスデフェ
ンスを徹底するが、退水を犯し、名古屋⑧矢野（２年）がパワプレーから１
点返す（４－１）。しかし、常総はカウンターアタックから④池田が反撃（５
－１）。名古屋も落ち着きを取り戻しデフェンスが良くなったが、トップから
の突っ込みに思わずデフェンスが退水を犯し、④池田がパワプレーで連
続得点。さらに③室町が加点。名古屋はキーパーを交代し流れを変えよ
うとするものの、また③室町にカウンターから点を許してしまう（８－１）。
名古屋は常総のプレスになかなかゴール前にボールを繋げなくなる。⑥
斉藤がミドルのバウンドシュートを決める。常総退水のチャンスもカウン
ターを許し、点差は広まる一方。　　　　　３ｐ　名古屋もＧＫ坪井がナイス
セーブを見せ、常総の攻撃をかわし、小康状態が続く。３’５３’’名古屋１
回目のタイムアウトを取り、攻撃を仕掛けるが、パスミスでチャンスをつ
ぶす。さらにＧＫ坪井が連続のナイスセーブをするものの、常総⑤下村が
連続得点（１２－１）。　　　　　４ｐ　名古屋はＧＫを加藤（２年）に戻しす。し
かし、常総⑤下村に得点を許してしまう（１３－１）。常総の攻撃はペース
ダウンし始め、名古屋が攻め込むチャンスが出て来たがどうしてもゴー
ルを割れない。また、名古屋のＧＫ加藤も好セーブを続け、引き締まった
展開を見せる。しかし、常総はしぶとくカウンターで加点し、１失点で名古
屋をかわした。この試合は常総の積極的なカウンター攻撃が光った。名
古屋は再三の相手退水チャンスを生かし切れなかったのが痛かった。

戦　　評

槇橋　邦広
新井　睦士

晴れ

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 6

白 青

２回戦

1 16
名古屋高校 常総学院高校



平成 14 年 8 月 18 日
会場： ゲーム№

1 - 2
帽子の色 2 - 1 帽子の色

1 - 0
1 - 1
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

２回戦

5 4
金沢市立工業高校 柴田高校

大島　　明
新井　睦士

雨・曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 7

白 青

記　録　者 南　部　　健

　台風１３号の影響で天候不順となった大会２日目、明日の悪天候が予
想されるため競技日程を繰り上げて、本日は１０試合消化の予定で始ま
る早朝８：００からの第１試合。
　過去全国制覇の経験もある実力校金沢市立工業とインターハイ連続出
場で昨年のチームからメンバーが１人抜けただけの柴田の対戦。
　両チーム積極的に攻防を繰り返し、シュートを放つが金沢ＧＫ上田・柴
田ＧＫ中山の両ＧＫが落ち着いたセービングを見せゴールを堅守する。
金沢のＦＬ斉藤がゴール前でスクリーンからうまくシュートを決めると、柴
田もパワープレーを佐藤（拓）がサイドからＧＫの頭上を抜くうまいシュー
ト、さらにＦＬ田中がゴール前で粘りＰＦを誘発しＰＴもしっかり決めて逆転
する。２ｐに入り金沢はカウンターから瀬戸が決め追いつくが、そのＣＢの
瀬戸がパーソナルＦ３回目を犯し永退。このパワープレーをうまいシュー
トで佐藤（拓）が決めリードを維持する。しかし金沢は積極果敢なドライブ
から退水が出て横山がゲットし同点に追いつき、これで後半へ。相手の
出方に対応し始め均衡状態の攻防が続く中、金沢はプレスディフェンス
から相手のパス回しを制御し、トップに返ったボールを東が奪いそのまま
ゴール。とうとう金沢１点リードで最終ｐへ突入する。シーソーゲームの様
相であった前半から比べると幾分攻防のスピードが落ちたようであるが、
金沢⑩村山が虚をついたミドルシュートで貴重な決勝点となるゴールを
決め２点差となる。追う柴田は、焦りからかオフェンスへのパスも足踏み
状況の中であったが、ゴール前で退水誘発し１２“を残して佐藤（拓）が
ゲットし１点差に詰め寄る。柴田は必死のプレスでボールを奪いにかか
り、残り２”を残してマイボールからすかさずＴＯする。息詰まる雰囲気の
中であったが最後のシュートは実らず、金沢が一点差を守り抜き勝利を
得た。
　このゲームでの印象は、両ＧＫの好守が目立ったことと、ＴＯをとるタイ
ミングの差である。最後の２点差の攻防時、ＴＯを取得するタイミングがこ
のゲームの勝敗を左右したと感じる。金沢に一日の長があったようであ
る。

戦　　評



平成 14 年 8 月 18 日
会場：

1 - 2
帽子の色 0 - 4 帽子の色

2 - 2
2 - 5
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

記　録　者 石　　塚　　　学

戦　　評

富山北部は、創部５年目で５年連続５回目の出場。④高藤を大会２日前の公式練習で肩脱
臼のアクシデントで欠き、７人のメンバーで試合に挑む。一方、長浜北星は、４年連続１５回目
の出場で、S５６’に優勝の経験がある。今大会は３年生が１人で２年生中心のチーム編成で
ベスト４を目指す。
１Ｐ　長浜５’５５’’に②田中が左からのミドルシュートで先制。両チームのターンオーバーが
続く。富山も反撃し、⑧境田が左からミドルシュートを決める。長浜のフローターディフェンスが
ナイスセーブ連続。富山退水から、⑫山口が追加得点。１ピリオド（１－２）　　２Ｐ　スローペー
スで展開。４’２９’’に長浜⑧清水がカウンターからワッンタッチシートを決め、引き離しにか
かる。さらに⑧清水連続で得点。長浜のプレスディフェンスが機能する。そして富山のペナル
ティーファールから長浜⑫山口が決める（１－６）。　　３Ｐ　　長浜は下がり目を敷き、フロー
ターを完全にマークする。しかし、２’３２’’富山③小杉が執念でフローティングシュートを決め
る。２’１５’’長浜退水、富山はすかさずタイムアウトを取り攻めるが得点出来ず。逆に長浜の
カウンターアタックから１’４９②田中が得点。富山も追いすがり、１’２８’’富山⑤布目がミド
ルのハーフループシュートを決める（３－７）。０’’長浜②田中がカウンターアタックで加点（３
－７）。　　４Ｐ　　６’１３’’富山⑦横井が永久退水。富山は交代がいないので、６人となってし
まった。その後、完全に長浜ペースになり、長浜は得点を続ける。しかし、富山も粘り、長浜の
マークが甘くなったところをついて、③小杉、②藤川が執念でゴールを奪った。４ピリオド（５－
１３）。
この試合は、長浜の中盤のプレスとゾーンディフェンスが有効に機能し、富山の攻撃を押さえ
ていた。長浜のカウンターの泳力も目に見張るものがあった。富山はシュート力があり、メン
バーが８人揃っていれば、もっと良い試合が出来た筈だ。

大川和二郎
若林　和人

曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 8

白 黒

2回戦

5 13
富山北部高校 長浜北星高校



平成 14 年 8 月 18 日
会場： ゲーム№

2 - 1
帽子の色 0 - 2 帽子の色

2 - 3
1 - 0
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

記　録　者 南　部　　健

　この試合から、昨年度の上位校が出場するシードゲームとなる。まずは昨年悲願の
初優勝を果たした秀明英光と昨日の伊奈学園戦に引き続き同県対決となる埼玉栄の
一戦。秀明は昨年活躍した中野兄弟をはじめ上級生がごっそり抜けた新生チームで
ある。「チャレンジャー精神で・・・」とは監督加藤先生の弁。対する栄は昨日勝利の勢
いをこの試合にもつなげていきたいところである。                手の内を知り尽くしてい
る同士やりにくい所もあると思われるが、ここで真実の埼玉チャンピオンを決めるとば
かり、お互いヒートアップした攻防を見せる。均衡を破ったのは秀明、ＦＬ後藤がＤＦの
アタックに沈まずバックシュートを決める。栄は秀明のハードアタックに耐えながらパ
スをつなぎ、ゴール前でＦＬ小山内が退水を奪取し速攻で和田が決める。しかし中盤
のつなぎでミスがでて、このチャンスをカウンターに結びつけた秀明がゲット。２ｐに入
り、栄はＦＬ小山内にボールを集めチャンスメイク、これに応えた小山内がまず同点の
シュートを決めると、2’06”にも回し込みからＧＫをかわして逆転ゴール。２－３として
折り返す。栄はドロップバックをうまく使いながら連携したＤＦで、ＦＬ後藤を中心とした
秀明の猛襲に良く耐え、前半から調子の良いＦＬ小山内がフローティングポジションを
駆使しての３連続ゴールで一気に突き放しにかかる。小山内は２年生、小柄ながら強
い脚とアンダーテクニックでゴール前にゾーンを作り出し、何度も繰り返したであろうア
ンブレラからのピンポイントパスを着実に得点に結びつけた。秀明は４点差を追うた
め、後藤と長沼（２年）のダブルフロート、これが当たり長沼がゲット、３ｐ終了間際にも
後藤がバックシュートで２点差に詰め寄る。最終ｐ、栄は全員で必死のディフェンス、
残り４’に退水が出て秀明はＴＯでパワープレイをじっくり回すが、栄の連携したディ
フェンスにシュートチャンスを失いゴールできない。それでも2'45"に後藤がフローティ
ングから見事にバックシュートを決め１点差となる。俄然逆転へと盛り上がるが、追い
上げられてもよく泳ぎ自分たちのプレースタイルを崩なかった栄がこの１点を守りきっ
た。

戦　　評

　今日は、小山内の活躍が目立った。ゴール前でよいセンスを発揮し栄の６得点中５
点を上げ勝利に貢献した。そして僅差のリードを守りきった精神力は、昨日の伊奈戦
の経験も多少なりとも身になっていると思われる。秀明は後藤・長沼を擁しながらフ
ローターで真っ向勝負だったが、栄ＧＫ小島の好守に阻まれるなど総合力で力負けし
た形となった。

槇橋　邦宏
榎本　　隆

曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 9

白 青

２回戦

5 6
秀明英光高校 埼玉栄高校



平成 14 年 8 月 18 日
会場：

0 - 2
帽子の色 1 - 3 帽子の色

1 - 3
1 - 2
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

2回戦

3 10
尼崎北高校 津田学園高校

中　　哲朗
新井　睦士

曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 10

白 青

記　録　者 石　　塚　　　学

戦　　評

尼崎北は、大分商業に競り勝ち、調子を上げてきた。津田学園は、２年連続２回目の出場で
前年度４位、今年度は東海大会初優勝で波に乗り、インターハイ初優勝を目指す。

１ｐ　津田はカウンターアタックから、左右に大きくパスを回す。尼崎はディフェンス重視で、攻
撃は２人だけで、津田のカウンターアタックを避ける作戦。５’００’’津田⑤溝上が強引にミド
ルシュートを決める（０－１）。すかさず尼崎は、３対２のチャンスを作り反撃するがノーゴー
ル。ゲームは完全に津田ペース。津田はカウンターを果敢に仕掛ける。３’２６’’津田④石川
が持ち込み７ｍ付近センターから鋭いミドルシュートを決める。その後、津田はカウンターを仕
掛けるが、尼崎のＧＫ田崎がナイスキープ。１ｐ（０－２）
２ｐ　６’３３’’尼崎退水、津田⑥津川が左サイドからパワープレーで得点。尼崎はまだ２人攻
撃を続ける。カウンターの津田のスピードが尼崎に勝る。津田⑥津川がゴール前で沈められ
ながらも、強引にゲット（０－４）。尼崎は⑦石垣・③古家・⑩香田の３人攻撃にチェンジ。津田
は、さらに攻め立て、尼ヶ崎退水のチャンスを得るがノーゴール、なかなか得点をあげられな
い。。徐々に津田の攻撃はスローダウン。シュートも、やや雑になり、小康状態が続く。尼ヶ崎
のゴールキーパー林もナイスセーブを見せる。３５’’津田の退水から尼崎②堀口がパワープ
レーで初得点（１－４）。しかし、その直後、尼ヶ崎の退水から津田⑦菅野が左サイドからパ
ワープレーで得点（１－５）。
３ｐ　尼ヶ崎は全員攻撃を始める。しかし、６’００’’尼崎退水、守りきったかに思えたが、津田
②守口がうまく押し込む（１－６）。５’１７’’津田退水のチャンスに尼ヶ崎⑦石垣がパワープ
レーでトップから得点しさらに１点返す（２－６）。その後さらに津田のカウンターは続くが、尼ヶ
崎キーパー田崎が上手く守り、津田のシュートがなかなか決まらない。それでも、津田は積極
的にカウンターで攻め続け、得点を続ける。３ｐ終了時点で（２－８）
４ｐ　津田はＧＫ林から伊藤に交代。５’５１’’④石川のカウンターアタックから得点（２－９）。
津田はプレスディフェンスからカウンターを仕掛け続ける。しかし、尼ヶ崎も必死に追い掛け
る。また、尼崎ＧＫ田崎も必死に好セーブを連続。津田はなかなか得点を奪えない。逆に、１’
０６’’尼崎は③古家がノーマークシュートで執念の得点をあげる（３－１０）。
津田の勝因はカウンターで尼崎をかき回して、得意のＦＬ中心の攻撃をさせなかったところに
ある。尼崎も作戦を立て臨んだが、津田には通用しなかった。しかし尼崎も粘り強い、好チー
ムであった。



平成 14 年 8 月 18 日
会場： ゲーム№

2 - 0
帽子の色 2 - 2 帽子の色

1 - 4
0 - 1
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

小谷　　正
大島　　明

曇り

白 青

5 7
鹿児島南高校 鳥羽高校

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 11
２回戦

記　録　者 南　部　　健

　ベスト８をかけての３試合目、実力伯仲の九州ブロックを１位抜けしてきた鹿児島南
は昨年インターハイ３位のシードチーム、学校はやはりスポーツが盛んで、普通・商
業・情報処理・体育と４学科を有する総合高校であり、今回実力ナンバーワンと目され
ている。対するは、昨日山形に快勝しがぜん評価の上がってきた鳥羽、マシンガンオ
フェンスが炸裂するか。
　鹿南は前評判通り、高い・強い・上手い。鳥羽もスピードとうまさは負けていないが、
鹿南の高さと強さが一歩リードしているようである。まず西かこいがミドルで先取点、１
ｐ終了間際にもカウンターをうまくつないで柚木がワンタッチでゴールネットを揺らし、２
点リード。しかし鳥羽も負けていない。相手の前に泳ぎ込み退水を誘発し４’55”に宮
越が決める。鹿南はまだ余裕のあるムード、西かこいがサイドから上手い回し込みで
得点、続いて吉村がカウンターから抜け出し連続得点。やはり鹿南か？と思わせる。
鳥羽は鹿南の強さに徐々に対応し始め、平面上のスピードで勝負を挑む。筈井がカ
ウンターから抜けてゴール前で受けたセンタリングをたたき込んだ。鹿南２点リードで
後半へ。３ｐ、ここから様相が変わってきた。鹿南はややパワーが落ちてきたのか攻
防のスピードやドライブに今一制裁を欠き、さらに再三退水を奪うもののなかなかゴー
ルに結びつかず、じれったい思いがくすぶった感じ。この間に宮越が判断よくカウン
ターからノーマークとなり２点を奪い一旦同点とする。鹿南も逆転は許さじとパワープ
レー時に西かこいがゲットするが、退水チャンスがやっと決まった安堵感に隙が生ま
れた。鳥羽はゴール前クロスから切れ上がった白崎がミドルを決めると、神田がカウ
ンターでノーマークとなりゴールしとうとう鳥羽が逆転する。最終ｐ、追う立場に回った
鹿南は、力と高さでゴールマウスを開けようとするが、どこにこんなスタミナが残って
いるのかと思わせるほど鳥羽はよく泳ぎ、スピードの衰えない動きで防御からカウン
ターを止めることがない。怒濤のように攻め入る鹿南だが、平面上のスピードで上回
るようになった鳥羽は、必死でボールを追い決定的なチャンスを作らせなかった。１点
差の攻防に息が詰まりそうな展開であったが4’08”には神田がうまい判断で抜け出し
ノーマークシュートを決め鳥羽は２点リードとした。鹿南は「まだ追いつける」と果敢に
ドライブを試みるが、刻々と時計は進みＴＯのトライも実らずタイムアップとなった。

戦　　評

　鹿南は、吉村や平田や西かこいそしてＧＫの坂口など、基本的な身体の応力と鍛え
抜かれた強さが光っていたが、退水チャンスを生かし切れなかったのが敗因といえよ
う。鳥羽は、とにかくよく泳いだ、動いたという印象である。水面上を平面的に制した鳥
羽が埼玉栄に続き、シードの一角を切り崩したことになる。



平成 14 年 8 月 18 日
会場：

0 - 2
帽子の色 2 - 2 帽子の色

2 - 3
2 - 1
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

記　録　者 石　　塚　　　学

福岡工業は関西を１１－３で破って２回戦に進出、ＦＬ⑤羽野を中心とする得点力のあるチー
ムである。一方、由良育英はシードで２回戦から登場、中国大会で優勝し８年連続１９回目の
出場を果たした。尚、由良は昨年度の準優勝チームである。実力校同士の対決は大変に興
味深い。

１ｐ　福岡は⑤羽野がＦＬで組み立てる。ＦＢは由良②北野との激しい位置取りが見られる。由
良は果敢にカウンターを仕掛ける。由良は⑥右田がＦＬに陣取る。両チーム当たりが強く、ＦＬ
になかなか良いボールが入らない。
しかし、由良は３’０２’’④前川が右サイドからミドルシートで先制（０－１）。由良は⑦池上もＦ
Ｌに入る作戦か。由良は自陣で福岡のターンオーバーを押さえて退水、しかし、由良ＧＫ中本
キーパーナイスセーブ。由良は速攻から、キャプテン⑥右田が強引にバックシュートを決めて
２点差とする（０－２）。１ｐは由良のペース、福岡はＦＬが機能しない。
２ｐ　福岡の攻撃から始まる。しかし、オーバータイムで、由良はターンオーバーから⑥右田が
簡単にＤＦをかわし追加点（０－３）。福岡は攻めが単調で、ＦＬにボールがなかなか入らず、
パスミス・パスカットを繰り返す。しかし、⑤羽野が退水を取り、②渡辺がパワープレーで反撃
開始（１－３）。今度は由良が退水から１’１８’’⑤今中が右サイドからミドルシュートを決める
（１－４）。しかし、福岡も反撃、福岡⑤羽野が執念のＦＬシュートを決め、由良に追いすがる
（２－４）。
３ｐ　再び、福岡ボールでスタートするが、ターンオーバーとなり、由良②北野がゴール前から
ＦＬシュート決める（２－５）。５’４４’’由良は自陣で引っ張り込みの退水。ここで、福岡はタイ
ムアウトを取る。５’２８’’福岡は見事に⑤羽野がトップからバウンドシュート決め２点差とする
（３－５）。福岡はＦＬの動きをサンドイッチで防ぐ様になり、作戦的中。続けて５’０２’’福岡⑦
谷川がミドルのバウンドシュート決め遂に１点差（４－５）。しかし、由良も⑥キャプテン右田、
⑦池上が連続得点（４－７）し、再び３点差とする。また、由良のＧＫ中本も好セーブをして、再
び福岡を離しにかかる。
４ｐ　センターボールはまた福岡が取り攻撃するが、ターンオーバー。しかし、福岡は次の攻
撃で５’５４’’②渡辺が右サイドからゴール下に叩き付け、２点差（５－７）とする。また、福岡Ｇ
Ｋ野口が好セーブを連発し、ディフェンス陣もＦＬをサンドイチし、シュートをさせず、踏ん張る。

戦　　評

ペースは福岡に傾く。再び福岡にチャンス、３’３１’’にタイムアウト。２点差を追いつこうと、
長濱監督の激が飛ぶ。しかし、ノーゴール。残り時間２’３０’’福岡は必死に攻め込む。由良
は時間を稼ぎ出す。由良は福岡のターンオーバーのチャンスに、キーパーチャージから相手
のパスを誘い、２対１として、貴重な１点をゲット福岡も②渡辺がミドルシュートを決めるがここ
まで（６－８）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由良の勝因は、なんといっても⑥キャプテン右
田の活躍である。彼のフローティングを福岡のディフェンスが押さえられず、点差を開けられ
てしまった。また、④前川・⑦池上・⑤今中の動きも良かった。福岡も苦労をしていたが、ＦＬ羽
野のパワーが光っていた。

若林　　和人
田原　忠雄

曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 12
2回戦

6 8
福岡工業高校 由良育英高校



平成 14 年 8 月 18 日
会場： ゲーム№

2 - 1
帽子の色 1 - 3 帽子の色

2 - 1
3 - 2
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

記　録　者 南　部　　健

　台風１３号の接近により、競技日程を繰り上げて行う準々決勝、来年の長崎インター
ハイのシード権をもかけた４試合は、この日程変更がどうチームに影響を及ぼすか？
もちろん高校チャンピオンを狙い、勝ち残った８チームには、目の前の相手に勝つこと
だけしか見えていない。
　関東ブロックでの３位決定戦の再戦となったこのカード、前回は接戦の末前商が
勝っている。またレベルの高いゲームが予想される。
　本日ダブルヘッダーの栄、３時間前に終了した秀明戦から調子の良かった小山内
がやはりゴール前でよい身のこなしを見せ先取点。前商も相手退水時にパスを回し、
退水者が入水しつぶれかけたチャンスを志賀が左４５度から逆サイドにミドルを打ち
込み得点。栄も小山内がゴール前で退水を誘発、このパワープレーシュートのこぼれ
玉を上手く拾って和田が決めリードを奪う。２ｐに入ってもお互いの力強い攻防はやま
ず、前商がセットから左４５度クロスでフリーとなった志賀が得意の逆サイドにグサッと
決めると、5’07”にもパワープレーチャンスにまたも志賀がＧＫの頭上を抜いてゲットし
前商リードを取る。栄も相手退水時にＧＫの手をはじきながら和田がねじ込み同点。
逆に前商も相手退水チャンスを志賀が決めて１点リードで折り返す。３ｐに入ると今度
は栄、２本の退水チャンスを大宮・鈴木が決めて逆にリードを奪い返す。それでもピリ
オド終了近くにパワープレーを星が入れ返し、同点で最終ｐに突入する。栄は最後の
力を絞り出し奪った退水にＴＯし、落ち着いてこれを鈴木が決めると、続いて小山内が
フロートからクイックシュートでゴールし貴重な２点の差を付ける。残り５分で２点を追
う前商はハードプレスからカウンターを徹底し、退水誘発から糸井が決め残り３分で１
点差に追いすがる。しかしダブルヘッダーの疲れも見せず泳いだ栄は退水を取り返
し、これを左サイドで小山内が丁寧に決めて前商の追撃を払いのける。残り1’12”退
水のピンチに必死のディフェンスを見せる栄だが、ＧＫのはじいたシュートを糸井が押
し込み前商再び１点差に詰め寄る。最後の最後まで追いすがる前商に、26”でパワー
プレーを得た栄もプレッシャーがかかったのか、回せば良かったボールをシュートして
残り4”のチャンスを与えてしまう。前商はＴＯから最後の望みをかけてリレーシュート
を試みるがシュートは無情にもゴールポストをそれた。
　

戦　　評

両チームとも死力を尽くしてプレーし好ゲームであった。退水の決定率では勝ってい
た前商であったが、栄のＦＬ小山内のフロートゴール（２点）を許したことが勝敗を分け
た結果となった。

小谷　　正
中　　哲朗

雨・曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 13

白 青

準々決勝

8 7
埼玉栄高校 前橋商業高校



平成 14 年 8 月 18 日
会場：

0 - 3
帽子の色 0 - 1 帽子の色

2 - 3
5 - 2
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

2回戦

7 9
常総学院高校 津田学園高校

大川　和二郎
田原　忠雄

曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 14

白 青

記　録　者 石　　塚　　　学

地元の常総学院高校は１回戦の名古屋高校に大勝して勝ち上がった。また、津田学園は２
回戦から登場し、試合巧者の尼崎北高校に大勝して勝ち上がった。地元の声援を受け、常総
学院の活躍が期待出来る。
１ｐ　６‘１６’‘津田④石川がＤＦを背負って２段伸びで得点（０－１）。津田はカウンターから攻
め込み、４’２８‘’常総の退水を誘い、津田⑦菅野が左サイドからパワープレーで得点（２－
０）。両チームの激しい攻防が続く。常総はオフェンスファールを再三取られる。１‘３６’‘津田
⑤溝上が自陣で引き込み退水するが何とか守り切る。その後、両ＧＫがナイスセーブ。１
６’‘津田④石川が右サイド回し込み、３点目ゲット。（０－３）。
２ｐ　常総も攻め込むが、攻めが浅く、なかなかシュートが決まらない。ターンオーバーの連続
が続く。常総③室町・⑤下村が次々とゴール前に攻め込むが、焦りからか、どうしてもゴール
を決められない。逆に、津田は⑦菅野からカットインした③村岡への見事なハンツー・ミドルを
決める。常総は無理なパスからミスが続く。（２ｐで０－４）
３ｐ　開始早々の常総のカウンターアタックは惜しくも外れる。再び、オフサイドでチャンス潰
し、５‘２７’‘津田④石川右サイドからミドルシュートを決められてしまう（０－５）。再び④石川
得点。４’１８‘’常総⑧田村が左サイドからミドルシュートで初得点（１－６）。しかし、津田③村
岡がゴール前に突っ込み、４ｍからＧＫの逆をつき技ありのバックシュート決める。常総⑤下
村カットインで反撃（２－７）。さらにターンオーバーから津田の退水を誘い、タイムアウト。しか
し、ＧＫにシュートコースを読まれ失敗。ターンオーバーの連続。３ｐ（２－７）。
４ｐ　６‘２６’‘津田退水からパワープレーで③室町得点（３－７）。常総攻め込むが津田ＧＫ林
が好セーブ。津田退水から⑤下村がバックシュートで反撃（４－７）。常総の動きがよくなる。
再び、下村得点で２点差（５－７）。４‘４５’‘常総右サイドのオーバーアタックの退水から津田
⑦管野パワープレーで得点（５－８）。激しい攻防が続く。やや両チーム動きが遅くなる。２‘５
６’‘津田の退水で常総⑥斉藤がパワープレーで得点（６－８）。津田③村岡が不用意な退水
を犯したが、守りきり、ターンオーバーから④石川がノーマークミドルを決める（６－９）。常総
も粘り、③室町がゴール前に切れ込んで得点。しかし、常総の反撃もここまでであった。（７－
９）津田は、③村岡・④石川・⑦菅野の活躍し、常総は、⑤下村・③室町が頑張っていた。

戦　　評



平成 14 年 8 月 18 日
会場： ゲーム№

1 - 2
帽子の色 0 - 1 帽子の色

0 - 3
0 - 5
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

準々決勝

1 11
長濱北星高校 由良育英高校

槇橋　邦広
田原　忠雄

曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 15

白 青

記　録　者 南　部　　健

　昨年準優勝の由良育英、先刻の福岡工業戦は熾烈な戦いであった。
長浜北星も午前中のゲームで富山北部を破って勝ち上がり、ベスト４を
狙う絶好のチャンスである。
　ややスローな立ち上がりの両チームであるが、ゴール前での位置取り
とドライブのスピード変化には見所がある。長浜が虚をついた田中のミド
ルシュートで先制するが。由良はまだ始まったばかりと落ち着いた様子。
エースＦＬ右田を中心にじっくり攻め２本の退水を奪いこれを右田・今中
が得点、あっさり逆転しリードを奪う。２ｐに入ったところでも右田が右ポス
トで回し込みディフェンスを振り切るとＧＫのタイミングを外してゲット。長
浜も田中や成田が果敢に攻め入るが、由良の重たいＤＦを破ることがで
きない。２回のパワープレーチャンスも高い壁のようなハンズアップに苦
しめられ、良いタイミングでシュートを放つことができない。由良は３ｐに
入っても厚みのある攻防で自分たちのペースを崩さず、右田のフロート
からバックシュート、さらに右田のところで退水を取り、ピリオド終了間際
にはセットからカットインした北野に前川が右サイドからアシストパスを合
わせるなど多彩な攻撃で１－６とリードを広げる。最終ｐにはダブルヘッ
ダーの疲れも感じさせず、ターンオーバーからカウンターをかけ中山・今
中・北野が得点し勝利を決定づけた。さらには右田の力強いフロートと石
田のコースをついたミドルシュートでだめ押し点を奪った。
　終わってみれば１－１１と大差となったが、長浜はシュートチャンスまで
は構築するものの最後の詰めで良いシュートを打たせてもらえなかった。
北野を中心とした由良の高くて力強いディフェンス力も目についたゲーム
であった。

戦　　評



平成 14 年 8 月 18 日
会場：

2 - 1
帽子の色 2 - 2 帽子の色

5 - 1
2 - 3
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

3回戦

11 7
鳥羽高校 金沢工業

若林　和人
大島　　明

曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 16

白 青

記　録　者 石　　塚　　　学

鳥羽高校は２回戦の鹿児島南高校に７－５で競り勝ち、金沢市立工業高校は２回戦の柴田
高校に５－４で競り勝ち、３回戦に勝ちあがった。
１ｐ　鳥羽のマイボールで始まる。鳥羽④宮越がターンオーバーから鋭い動きでノーマークの
得点（１－０）。しかし、金沢も５‘１９’‘⑩村山がゴール左サイドからＧＫ沈んだ所を得点（１－
１）。泳ぎのスピードは鳥羽が勝っている。金沢はベンチから遅攻の指示。鳥羽は次々とゴー
ル前に切れ込む。遂に金沢⑦加藤がＰＦを犯し、鳥羽④宮越得点（２－１）。金沢⑩村山の
カットインシュートは惜しくもポストに阻まれる。しかし、彼の動きはなかなか切れがある。
２ｐ　金沢はまだ遅攻。５‘３６’‘鳥羽⑨渡辺が鋭くカットインで得点（３－１）し、引き離しにか
かる。しかし、金沢ＦＬ②斉藤粘ってボールキープ、敵ファールで素早く７ｍシュート（３－２）。
３’４７‘’鳥羽③芝山がＰＦを犯し、金沢②斎藤が得点で同点（３－３）。今度は、１‘１７’‘金沢
②斉藤の退水から鳥羽⑨渡辺がノーマーク・パワープレーで得点（４－３）。
３ｐ　鳥羽ボールか始まる。６‘４８’‘⑥白崎がカットインでゲット。続いて、退水から⑨渡辺パ
ワープレーゲット。鳥羽のたたみかける攻撃が金沢ゴールを襲う。金沢ピンチ。再び、鳥羽Ｇ
Ｋから⑥白崎⑨渡辺と素早くパスを繋いで、鳥羽連続得点。さらに④宮越が加点（８－３）。金
沢も食い下がり、３’０６‘’②斉藤がしぶとくＦＬからゲット（８－４）。鳥羽の攻撃はさらに続く、
鳥羽の３対１のチャンスを金沢ＧＫ上田がナイスキープ。上田の好守が光る。しかし、鳥羽の
プレスは早くて、強い。カウンターから３５‘’鳥羽⑥白崎ゴール前でゲット（９－４）し、パワーで
引き離す。
４ｐ　再び、鳥羽ボールから始まるが、ここは金沢が守り切る。その後の、金沢自陣での退水
もしのぎ、金沢も落ち着いて来る。しかしＦＬ②斎藤にパスがつながらない。金沢の攻撃は単
調になっている。３‘０６’‘鳥羽⑥白崎ゴール前で退水、⑩村山が右サイドからパワープレー
からミドルシュートでゲット。鳥羽⑫筈井の鋭い切れ込みでさらに追加点。金沢も粘り、１’２８
‘’⑥瀬戸ゴール前で得点。しかし、すぐさま鳥羽⑩格谷にカットインシュートをみまわれる。激
しい攻防が続き、最後に、５７‘’金沢②斉藤がＦＬからタップで押し込む。
鳥羽は全員のプレスが早く、ハードプレスで、金沢の攻撃を封じていた。また、④宮越・⑥白
崎・⑨渡辺のゴール前の攻撃は、素早く切れ込み、ＤＦを翻弄していた。また、金沢はＦＬ②斎
藤・ＧＫ上田・⑩村山・⑦瀬戸の動きが目立っていた。

戦　　評



平成 14 年 8 月 19 日
会場： ゲーム№

0 - 0
帽子の色 1 - 1 帽子の色

2 - 0
1 - 0
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

記　録　者 南　部　　健

　台風１３号の動向を見ながら日程変更を余儀なくされた今大会も３日目を迎え、ベスト４が
出そろった。本年度の高校チャンピオンを目指し準決勝が行われる
　埼玉栄高校は、「人間是宝」を校訓とし創立され３０年ほどになる私学校。スポーツをとおし
ての人間教育にも力を入れほとんどの部活動が全国レベルである。学法津田学園高校も「自
由・自主・自立」を教育目標に、文武両道、スポーツ活動にも意識が高い。野球部は春の甲
子園２回出場している。両校とも「ここまで来たら絶対優勝！」と意気込みを表している。

戦　　評

　序盤はお互い様子をうかがいながらの立ち上がり、栄はフローターケアのギャップを上手く
使ったディフェンスからカウンター、セットオフェンスはもちろん今大会絶好調の小山内中心。
津田はやはりフローターにボールを入れさせない下がり目の守りからトップがカウンター、
セットになるとフローター中心というよりもＦＷが自由なインスピレーションのもと個人技で突破
しチャンスメイクするといった感じ。栄は下がり目のディフェンスに対しパス回しからミドル
シュートを狙うが、津田ＧＫ林の好セーブに阻まれる。津田は積極的にドライブを仕掛けなが
ら中で勝負しようとするが、アシストパスに対応して栄ディフェンス陣がすぐさま殺到しチャン
スを潰す。そんな展開が２ｐの終盤まで続く。この間にお互いパワープレーチャンスがあるも
のの、集中したディフェンスにゴールを割ることができない。得点が動いたのは2’01”カウン
ターの流れで退水が出て、津田のパワープレートップから菅野がスピードのあるミドルシュー
トを決めまず先制。栄もすぐさま下がり目のディフェンスに右４５度からハンズアップの手の外
側を上手く抜いて鈴木がミドルをコーナーに突き刺す。３ｐは栄のリズムがかみ合う。俄然カ
ウンターのスピードが上がりディフェンスの集中を萎えさせたところで、細川のミドルシュート
が決まり１点リード、だんだん栄のミドルシュートがいいところに行き始めると、津田のディフェ
ンスが上がり気味になり小山内が空き、2’01”には得意のポジションでフロートからクイックな
シュートを決め２点のリードをもぎ取った。津田はこれ以上離されると追いつけないと、積極的
なドライブで栄ディフェンスを中に押し込んだところでミドルシュートを放つが、栄ＧＫ小島が好
セービングを見せる。実は、津田の監督舘先生は大事なインターハイ前に体調を崩し１ヶ月
の入院を強いられ、練習や東海ブロック大会についていてやれなかった。試合前にこのことを
不安がっていたが、津田の選手達に焦りが見える。栄ペースが続き最終ｐに入り刻々と時間
がなくなる。栄は4’15”に退水を奪うとここが勝負所と２回目のＴＯを取得、津田もこの退水
ゾーンを守り切らねばチャンスが失せると高いハンズアップを見せるが、正確なパスでゾーン
を崩され、栄の大宮が左サイドから貴重な追加点をあげた。津田は菅野のセンスある動きか
らのシュートで応戦し粘るが、ゴール前の決定的なチャンスでさえ栄ＧＫ小島の鉄壁の守りに
ゴールを割ることが出来ずタイムアップを迎えた。
　栄は描いた筋書きとおりのゲームが出来たのではないだろうか、１８年連続出場・優勝２回
の実績は伊達ではない所を見せ、３年ぶりの優勝にまっしぐらである。津田は、個人技能の
高い選手も多いが、栄のペースに翻弄され組織的なまとまりが最後まで作れなかった。昨年
に引き続き３位決定戦に回ることとなるが、一つ上位をねらってほしい。

槇橋　邦広
榎本　　隆

曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 17

白 青

準決勝

4 1
埼玉栄高校 学法津田学園高校



平成 14 年 8 月 19 日
会場：

1 - 4
帽子の色 3 - 2 帽子の色

3 - 2
3 - 1
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

準決勝

10 9
鳥羽高校 由良育英高校

新井親士
田原忠雄

曇り

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 18

白 青

記　録　者 石　　塚　　　学

戦　　評

鳥羽は２回戦（鹿児島南戦７－５）、３回戦（金沢工業戦１１－７）を接戦で勝ち上がってきた。
一方、由良は２回戦（福岡工業戦８－６）は接戦だったものの、３回戦（長浜北星戦１１－１）は
大勝して勝ち上がってきた。由良はFLキャプテン右田を中心とする攻撃とGK中本・FB北野を
中心とする防御が素晴らしい。鳥羽はキャプテン宮越はじめ２年生の白崎・渡邉らの切れ味
の良い機関銃のような連続攻撃は、相手ＤＦを翻弄し、破壊力があり、ＤＦのファールを誘う。
両チームの戦いは点の取り合いになりそうな予感がする。
１ｐ　鳥羽ボールでスタート。６‘１８’‘由良カウンターアタック。②北野右サイドを抜けループを
楽々と左コーナーに決める（０－１）。さらに４’３９‘’⑥右田がＦＬからＤＦを振り切りゲット。右
田強い。６‘１０’‘鳥羽の退水取るがＯＴ。２’４‘’再び由良の⑥右田ＦＬで加点（０－３）。由良
は勢いづく。２‘１２’‘鳥羽③芝山退水。２’０２‘’また⑥右田ＧＫ脇の下からパワープレーで
ゲット（０－４）。由良はＧＫからのパスの通りがナイス。しかし、鳥羽は１‘４５’‘④宮越右サイ
ドから１点返す（１－４）。鳥羽の積極的なカウンター攻撃を由良ＧＫ中本ナイスセーブ連発。
２ｐ　鳥羽ボールから。由良のＤＦ効いている。鳥羽思わずハンドオフ。５‘４９’‘鳥羽⑨渡辺セ
ンターからミドルを左サイド下にゲット（２－４）。４’３４‘’由良カウンターから④右田がゲット。
右田すごいパワー。しかし、すぐさま４‘１２’‘鳥羽④宮越反撃（３－５）。点の取り合いとなる。
３’１１‘’ＧＫ中本からの絶妙なロング・ダイレクトパスで②北野がノーマークシュート決める（３
－６）。ＧＫ中本ナイスパス。激しい攻防が続く。鳥羽ＤＦがＦＬをサンド。１‘００’‘由良⑥右田
が思わず退水。④宮越パワープレーでゲット。２８’‘由良⑤榎本退水するが、ＧＫ中本ナイス
セーブ。鳥羽の連続攻撃が続く。由良凌ぐ。（４－６）
３ｐ　再び鳥羽から開始。５‘５６’‘鳥羽⑥白崎ＤＦ二人をかわし、自らねじ込む（５－６）。鳥羽
ＧＫ雲井もナイスセーブ。鳥羽ゴール前でパスアンドラッシュ。由良も負けず攻め込む。由良
カウンターから３’２８‘’④前川カットイン右サイドに決める。ナイスゴール。しかしその後、鳥
羽の攻撃はパワーアップ。鳥羽は退水を連続して取り、２‘５３’‘鳥羽④宮越、２’３６‘’⑨渡
辺が連続パワープレーで同点（７－７）とする。しかし、由良も粘る。１‘１４’‘⑥右田ＦＬから外
に開き、ＧＫかわしループで逆転。右田５点目（７－８）。
４ｐ　また、鳥羽から。鳥羽はゴール前パスアンドラッシュ連発。由良ＧＫ中本パスカットで防
ぐ。由良は必死に守る。両チーム疲れたか、ややペースダウン。しかし、再び鳥羽攻勢かけ
始める。執拗なラッシュが続く。由良④前川思わず退水し、鳥羽③芝山はクイックでついに同
点（８－８）。鳥羽パワーアップ。⑨渡邉カウンターから４ｍセンターからゲット、逆転（９－８）。
鳥羽のデフェンスもパワーアップ。しかし、由良②北野が上手くパスカット。カウンター攻撃。
ゴール前、鳥羽芝山が⑥右田に対しＰＦを犯し、②北野がＰＳ決める同点（９－９）。しかし、残
り３６‘’由良④前川が永久退水となり、鳥羽③芝山執念のパワープレーで逆転（１０－９）
鳥羽のゴール前攻撃（パス＆ラッシュ）は、しつこく、由良ＤＦにダメージを与えた。鳥羽では④
宮越・③芝山の動きが光っていた。由良では⑥右田、②北野の攻撃が目立ち、GK中本の守
備も良かった。



平成 14 年 8 月 20 日
会場：

2 - 2
帽子の色 0 - 4 帽子の色

1 - 2
2 - 4
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

記　録　者 石　　塚　　　学

３位決定戦は、昨年度インターハイ準優勝の由良育英高校と第４位の津田学園高校の戦い
となった。由良のキャプテン右田は今大会大活躍のＦＬ。右田はゴール前でテクニックもあり
強靭。準決勝鳥羽戦でも活躍。またDFはFB北野が引っ張る。北野は来週から中国・球海
（ジュカイ）で開催されるAASF（アジア水泳連盟エージグループ大会）の日本代表にも選出さ
れた。一方、津田はキャプテン村岡・菅野（２年）・石川（２年）を中心とする攻撃力が秀でてい
る。津田は長・中距離から積極的に強烈なシュートを放ち、由良GK中本としても要注意。
１ｐ　津田ボールでスタート。５‘２８’‘キャプテン⑥右田ＦＬに入り難なくバックシュートでゲット
先行（１－１）。さらに、カウンターからゴール前で津田ハードアタック犯す、由良⑦池上のＰＦ
で４’３５‘’津田⑦菅野がＰＳ決める（１－１）。一進一退の攻防が続く。また、２‘４１’‘由良⑦
池上右サイドからゲット。津田も反撃し、２’１０‘’④石川から⑦菅野にナイスパス、左サイドに
ゲット（２－２）。由良も負けない。カウンターを仕掛ける。ＧＫ中本から素早いボール繋ぎで、
津田ＤＦやむなく退水、しかし由良無得点。（２－２）
２ｐ　津田から。由良ＤＦプレス強く、津田の攻めはやや浅い。津田は⑥右田を徹底的にマー
クする。しかし、⑥右田はキーパーとサンドになるところナイスパス。５‘３８’‘④前川決める。
ＧＫは完璧に振られる。（３－２）４’５２‘’由良⑤カウンターからナイスシュート。津田キャプテ
ン③村岡を起点にパスを回すが、上手く繋がらない。由良の右田が２‘５２’‘、２８’‘と連続得
点。由良は右田中心に攻め立てる。このピリオドは完全に由良のペース。（６－２）
３ｐ　津田ボールから。津田も積極的にカウンターを仕掛けるが由良ナイスＤＦ。由良ゆっくり
と攻め始める。ややペースダウン。４‘２５’‘由良⑤今中ミドル決める。②北野も攻撃参加。津
田は強引に攻めるが、ＦＬまでパスが繋がらない。２’１４‘’由良⑥右田ＫLから手首を効かせ
て、ＧＫかわしてゲット（８－２）。５７‘’由良⑦池上ゴール前で思わずハードアタックで退水。４
１‘’津田⑦管野強烈に左コーナーにパワープレー、ゲットし反撃（８－３）。
４ｐ　津田から。津田⑦管野のバックシュートをＧＫ中本反応良くセーブ。６‘０４’‘由良②北野
カウンターから難なくゲット。由良のプレスDFが効いて、津田のＦＬがゴール前に入れない。
トップからシュート撃つが枠外。再び、由良カウンターから、５’０２‘’④前川余裕のループシュー

戦　　評

４‘０２’‘由良⑥右田カウンターからノーマークでゲット。由良はよく泳ぎ、プレーに余裕があ
る。ＤＦも②北野中心に機能している。由良は津田を攻め立てる。３’０７‘’津田はＴＯ。２‘５
０’‘⑦管野、２’０２‘’④石川が連続ゲット（１１－５）。津田の動きが良くなる。さらに津田速攻
掛け、③村岡がバックシュート放つがＧＫ中本が上手く反応し決まらず。５６‘’津田⑥津川が
退水するが、ＤＦとＧＫが必死に守る。１‘’②北野のシュートで由良１２点目を上げて大勝。由
良が第３位となった。
由良はキャプテン⑥右田がFLで、⑤今中が中盤で大活躍。右田のパワーとテクニックは素晴
らしい。また、みごとなキャプテンシーも発揮していた。由良は泳力でも津田を上回り、終始安
定した攻防を見せていた。DFは北野を中心にカウンターをあびせ、なかなか攻撃のチャンス
を与えなかった。津田はキャプテン③村岡がゲームメイクするが、なかなかパスが繋がらず、
シュートチャンスが少なかった。しかし、津田の⑦菅野は一人で４点得点し、粘り強いところを
見せていた。また、両チームのGKも頑張っていた。

中　哲朗
大島　明

晴れ

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 19

白 青

３位決定戦

5 12
津田学園高校 由良育英高校



平成 14 年 8 月 20 日
会場： ゲーム№

1 - 2
帽子の色 1 - 1 帽子の色

3 - 1
0 - 3
ＥＸ．
-
-

天候： Ｐ．Ｔ． 審判１：
- 審判２：

決勝戦

5 7
埼玉栄高校 鳥羽高校

大川和二郎
小谷　　正

快晴

平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）

水 球 競 技 速 報 用 紙

茨城県・ひたちなか市営石川町プール 20

白 青

　夏の太陽が降り注ぐ晴天の元、茨城はひたちなかの地で本年度の高校チャンピオンを掛け
て決戦が始まる。黒金の腕を持つ若人たちが水しぶきを上げる様を、台風も遠巻きに見　て
いるようである。
　スタートからエンジン全開の両チーム、鳥羽はパス＆ゴーで栄ディフェンスを攪乱し、フロー
ターポジションで退水を奪取し、渡邉が中でゲット。栄も鋭いドライブから引き戻しの退水をも
ぎ取り、これを左イドの大宮が決める。鳥羽は2’35”宮越が右サイドからＤＦをかわしてカット
インし、栄の守護神小島の面脇を抜くシュートで１点リードする。２ｐ鳥羽に退水がでたところ
で、栄は早めのＴＯでまず同点を狙うがこれが決まらない。鳥羽はカウンターから中盤でのク
ロスでノーマークを作り出し、格谷がゲットし逆に鳥羽２点のリードとなる。この大会常にリード
し逃げ切って勝っているゲームが多い栄、逆に前半の劣勢を跳ね返し逆転で勝っているゲー
ムが多い鳥羽、この状況がどう影響するか気になるところである。しかし落ち着いている栄
は、小山内がいいタイミングで飛び出したカウンターをそのまま決めて、また１点差とする。３
ｐ鳥羽は基本とするオールコートプレスからあくまでカウンターを狙うが、戻りが遅れ中の小山
内が空くことが多くなった。6’10”にはサイドからのアシストをうまいボディーコントロールでＤＦ
をかわし、技ありのループシュートを小山内が決め同点とする。しばらくお互いミスがでてター
ンオーバーを繰り返すが、鳥羽は宮越がフロートから強気のゲット。しかし栄も和田がフロー
トから上手いシュートを決めてまた同点となる。さらに栄は小山内が得意のポジションを取っ
たところへ上手くパスをつなぎここで退水を奪うと、和田が左サイドでしっかり決め、栄この試
合初めてリードを奪う。栄ベンチは「よっしゃ！」とガッツポーズがでる。実はこのパーソナルＦ
でいい動きをしていた鳥羽の神田がＰＦ３回の永退となり鳥羽ピンチと思われた。しかし岩佐
先生は「”何やっとんじゃー”、という程度で、次のこと考えてました」と言うとおり、選手達は動
じず最終ｐに突入した。行くしかない鳥羽は、クロスドライブから上で渡邉が浮いてミドル
シュートをコーナーに突き刺すと、5’41”にも白崎からのアシストを筈井がゴール前でタップし
てゲット、一気に逆転する。泳ぎが止まない鳥羽に対して、それをを上回るカウンターを応酬
する栄であるが、疲れからか決定的なシュートまで持ち込むことが出来ずにいる。1’10”には
この試合ラッキーボーイの渡邉が右サイドからミドル気味のシュートを決めとどめを刺した。

戦　　評

　栄のリードは一時であった、この試合だけはリードを守り抜くことが出来なかった。今大会を
通して勢いのあった鳥羽が、最後まで押し切ってしまったというゲームであった。
　勝利のダイブで歓喜を表す鳥羽チームに対し、スタンド下のプールサイドの角で頭をうなだ
れている栄の選手達が印象的であった。しかし落ち込んでいる場合ではない、喜びも悲しみ
も明日の糧となるのがスポーツである。このプールで汗を流した君たちが、やがて日本代表
を背負ってプレーする日を楽しみにしたい。

記　録　者 南　部　　健
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